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「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り」 を支える

教育センターとしての関わり（ ２ 年次）

島根県教育センター 企画・ 研修スタッフ 共同研究

【 要 旨 】

本研究は、「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り」 を支えるための教育センター

としての関わり方を明らかにすることを目的とした。 島根県の各学校に対し、 本研究で明ら

かになった支援を実施することで、 若手教職員の資質能力を育むことを目指している。 研究

の２ 年次である令和３ 年度においては、 令和２ 年度に作成した若手教職員及び各学校等の実

態を把握するための質問紙を用いて調査を実施し、 その結果を分析した。 結果の分析を通し

て、「 若手教職員の困っていること」 について若手教職員自身と先輩教職員や管理職の双方の

捉えに大きな相違は見られないこと、「 若手教職員への関わり」 について個人レベルでのサポ

ート や支援等の関わりにとどまっていることがわかった。このことから、各学校において、若

手教職員を育成する校内サポート 体制を組織的、 計画的に構築することが必要であり 、 ここ

に、 教育センターが関わっていく 必要性が見えてきた。

【 キーワード ： 若手教職員 困り感 校内サポート 体制 ＯＪ Ｔ 支援】

１ ． はじめに

優れた教職員を育成すること が重要な課題と なっている島根県の現状から、昨年度、筆者

らは、「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り 」 を支えるための教育センタ ーと し

ての関わり 方を明らかにすること を目的とし て、１ 年次（ 令和２ 年度）の研究を進めてきた。

そし て、 １ 年次の研究の成果と し て次のこと を得ることができた。

・ 若手教職員の困り 感を把握し たり 、 支援方法を特定したり するための質問紙の作成

・ 初任者研修の改善

・ 中堅教諭等資質向上研修（ 教諭） における研修内容の見直し

・ ミ ド ルリ ーダー育成研修及び管理職研修における来年度の研修内容の見直し

これらの成果を基盤と して、研究の２ 年次にあたる令和３ 年度は、令和２ 年度に作成した

質問紙を用いて調査を実施し 、その結果を考察することを通し て、若手教職員を取り 巻く 学

校現場の現状を明らかにする。 そし て、 明らかになったこと をもと に、「 若手教職員を育成

する校内サポート 体制づく り 」を支えるために教育センターと し てどのよう に関わっていく

とよいか、 その具体を検討し ていく 必要があると考え、 研究を進めた。
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２ ． 研究の目的

（ １ ） ３ か年の研究の目的

本研究の大きな目的は、「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り」 を支えるための教

育センターとしての関わり方を明らかにすることである。 そして、 明らかになった支援を島根

県の各学校に対して実施し、 優れた教職員を養成するために若手教職員の資質能力を育むこと

である。

（ ２ ） 令和３ 年度の研究の目的

令和２ 年度に作成した質問紙を用いて調査を実施し、 その結果を分析することを通して、 若

手教職員を取り巻く 学校現場の現状を明らかにし、「 校内サポート 体制づく りを支える教育セン

ターとしての関わり」 について具体を検討すること を目的として研究を進めた。

３ ． 研究の方法

新任教職員研修チーム、 教職経験者研修チーム及びミ ド ルリーダー育成研修・ 管理職研修チー

ムの３ つに分かれ、 次のよう な方法で研究を進めた。

（ １ ） 初任者研修、 教職経験６ 年目研修（ 教諭）、 中堅教諭等資質向上研修、 ミ ド ルリーダー育成

研修及び管理職研修の受講者に対して、 質問紙調査を実施し、 結果を分析する。

（ ２ ） ３ つのチームの質問紙調査の結果を総合的に分析し、「 若手教職員を育成する校内サポート

体制づく り」 を支えるための教育センターとしての関わりの具体を検討する。

４ ． 研究の計画

研究の方法に基づいて２ 年次の研究計画を立てた。 ２ 年次の研究計画は表１ の通りである。

表１ ２ 年次の研究計画

月 新任教職員研修チーム 教職経験者研修チーム ミ ド ルリ ーダー育成研修・ 管理職研修チーム

４

２ 年次の研究の目的を検討

中堅教諭等資質向上研修第Ⅰ回教育セン

ター研修において質問紙調査を実施

５

チームにおける研究計画を作成

初任者研修第Ⅰ回教育センター研修にお

いて質問紙調査（ １ 回目） を実施

６ 年目研修第Ⅰ回教育センタ ー研修にお

いて質問紙調査を実施

６ 質問紙調査（ １ 回目） の結果を分析 質問紙調査（ １ 回目） の結果を分析

９
初任者研修第Ⅳ回教育センター研修にお

いて質問紙調査（ ２ 回目） を実施

10
初任者研修第Ⅳ回教育センター研修にお

いて質問紙調査（ ２ 回目） を実施

第１ 回ミ ド ルリ ーダー育成研修において

質問紙調査を実施

11 質問紙調査（ ２ 回目） の結果を分析

管理職（ ２ 年目副校長・ ２ 年目教頭） 研修
において質問紙調査を実施
質問紙調査の結果を分析

12 Web 上において質問紙調査（ ２ 回目） を実施

１

質問紙調査（ ２ 回目） の結果を分析

３ つのチームの質問紙調査の結果を総合的に分析し、「 若手教職員を育成する校内サポー

ト 体制づく り」 を支えるための教育センターとしての関わりの具体を検討
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５ ． 研究の内容及び結果と考察

（ １ ） 新任教職員研修の視点から

① 令和３ 年度に行った質問紙調査の概要

ア １ 回目に行った質問紙調査

令和３ 年５ 月12 日から 14 日及び５ 月19 日から 20 日に行った初任者研修第Ⅰ回教育

センター研修において、 初任者研修の受講者を対象に１ 回目の質問紙調査を実施した。

この調査において、 小学校教諭103 名、 中学校教諭55 名、 高等学校教諭36 名、 特別支

援学校教諭 17 名から回答を得た。 １ 回目の質問紙調査において設定した質問項目は、

『 令和２ 年度 研究紀要』（ 令和３ 年３ 月 島根県教育センター 島根県教育センター浜

田教育センター） を参照されたい１ ）。

イ ２ 回目に行った質問紙調査

令和３ 年９ 月29 日、 10 月14 日及び 15 日に行った初任者研修第Ⅳ回教育センター研

修において、 初任者研修の受講者を対象に２ 回目の質問紙調査を実施した。 この調査に

おいて、 小学校教諭 99 名、 中学校教諭 56 名、 高等学校教諭 34 名、 特別支援学校教諭

21 名から回答を得た。２ 回目の質問紙調査では、令和３ 年度の初任者研修より実施して

いる「 先輩に学ぶ一日研修」 の実施の実態について把握するため、 １ 回目の質問紙調査

で設定した質問項目に加え、 以下の質問項目を設定した。

② 質問紙調査の結果と考察

紙面の都合上、 質問紙調査の一部の質問項目について述べる。

ア 勤務時間を超える日数について

ここでは、 質問項目１ 「 あなたは、 正規の勤務時間を３ 時間以上超えて業務にあたる

日が週あたり平日に何日程度ありますか。（ 自宅に持ち帰って行っている業務があれば、

その業務も含む）」 について述べる。 質問項目１ の集計結果は、 表２ の通りである。

小学校、 中学校、 高等学校においては、

１ 回目、２ 回目とも「 ほぼ毎日」 と回答し

た割合が最も多い。 特別支援学校におい

ては、1 回目は、「 ０ 日」、２ 回目は「 １ ～

３ 日」 と回答した割合が最も高い。 １ 回

目と２ 回目を比較すると、 全ての校種で

「 ほぼ毎日」 と回答した割合が減ってい

る。 勤務への慣れ等により、 効率的に業

務を遂行できるよう になってきたと考え

られるが、 全体として、 正規の勤務時間

を超えた長時間に及ぶ勤務を行っている

初任者が多いことがわかる。特に小学校、

中学校は「 ほぼ毎日」 と回答した割合が

校
種

質
問
紙
の
実
施
回

０
日

１
日
～
３
日

ほ
ぼ
毎
日

小学校
１ 回目 1. 0% 24. 3% 74. 8%

２ 回目 2. 0% 31. 3% 66. 7%

中学校
１ 回目 3. 6% 23. 6% 72. 7%

２ 回目 1. 8% 33. 9% 64. 3%

高等学校
１ 回目 19. 4% 30. 6% 50. 0%

２ 回目 15. 2% 39. 4% 45. 5%

特別支援
学校

１ 回目 52. 9% 41. 2% 5. 9%

２ 回目 38. 1% 57. 1% 4. 8%

11．「 先輩に学ぶ一日研修」 は、 あなたにとって役立ちましたか？そう 答えた理由もお

答えく ださい。

表２ 勤務時間を超える日数
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６ 割を超えていることから、 ３ 時間以上超えて業務にあたっている傾向が強いことがう

かがえる。

イ 勤務時間を超えて行っている業務について

ここでは、 質問項目２ 「 あなたが、 正規の勤務時間を超えて行っているのはどんな業

務ですか。」 について述べる。 質問項目２ の集計結果は、 表３ の通りである。

全ての校種において、「 授業づく り」 と回答した割合が最も高い。１ 単位時間の授業を

つく ることに時間を費やし、 連日、 勤務時間を超えている業務を行っていることが考え

られる。 小学校では、「 学級通信等文書の作成」「 保護者との連絡」 と回答した割合も高

い。 これは、 小学校の初任者全員が学級担任をしていることが関係していると考えられ

る。 中学校において「 保護者への連絡」 と回答した割合が高いことも、 中学校の約６ 割

の初任者が学級担任をしていることが関係していると考えられる。 中学校や高等学校で

は「 部活動指導」 と回答した割合も高い。 多く の初任者が部活動を担当している現状と

関係があると考えられる。

１ 回目と２ 回目を比較すると、全ての校種において、「 初任者研修に係ること」 の割合

が増えている。 特別支援学校においては、 この回答の割合が５ 割を超えていて、 初任者

研修に係ることが勤務時間内に行えていない状況があることがう かがえる。

ウ 業務上困っていることについて

ここでは、 質問紙の質問項目４ 「 あなたは、 今、 業務を遂行する上で困っているこ

とがありますか。」 について述べる。 質問項目４ の集計結果は表４ の通りである。

回答の傾向を見ると、 全ての校種において、「 授業づく り」 と回答した割合が高いな

ど、 質問項目２ の結果と同じ傾向にある。 小学校、 中学校では、「 生徒指導」、「 学級経

営」 と回答した割合も高いが、 これは、 質問項目２ で、「 保護者への連絡」 と回答した

割合が高いことと関連があると捉えることができる。 学級経営上、 気になることや生

校
種

質
問
紙
の
実
施
回

部
活
動
指
導

児
童
生
徒
へ
の
指
導

授
業
づ
く
り
に
係
る
こ
と

保
護
者
と
の
連
絡

会
議
、
打
ち
合
わ
せ
等

学
級
通
信
等
文
書
の
作
成

初
任
者
研
修
に
係
る
こ
と

校
務
分
掌
に
係
る
こ
と

そ
の
他

小学校
１ 回目 0. 0% 1. 0% 98. 1% 40. 8% 21. 4% 79. 6% 39. 8% 23. 3% 5. 8%

２ 回目 0. 0% 4. 1% 100% 35. 4% 31. 3% 68. 7% 45. 5% 22. 1% 1. 0%

中学校
１ 回目 90. 9% 16. 4% 94. 5% 36. 4% 14. 5% 34. 5% 23. 6% 25. 5% 3. 6%

２ 回目 89. 3% 17. 9% 92. 9% 37. 5% 17. 9% 23. 2% 35. 7% 39. 3% 3. 6%

高等学校
１ 回目 80. 6% 11. 1% 61. 1% 5. 6% 5. 6% 0. 0% 11. 1% 58. 3% 0. 0%

２ 回目 84. 8% 24. 2% 84. 8% 3. 0% 12. 1% 3. 0% 27. 3% 63. 6% 0. 0%

特別支援
学校

１ 回目 5. 9% 17. 6% 82. 4% 11. 8% 23. 5% 5. 9% 52. 9% 35. 3% 5. 9%

２ 回目 19. 0% 14. 3% 61. 9% 4. 8% 23. 8% 14. 3% 61. 9% 28. 6% 14. 3%

表３ 勤務時間を超えて行っている業務（ 複数回答）
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徒指導上の問題行動等が増えると保護者へ連絡は増えていき、 初任者の困り感につな

がることが考えられる。

１ 回目と２ 回目を比較すると、 業務上困っていることが「 ない」 と回答した割合が増

えている。 特に、 高等学校では２ 回目において３ 割を超えている。 これは、 業務に対す

る慣れや、 困り 感を感じる前に相談できているのではないかという ことが考えられる。

一方で、「 管理職同僚との人間関係」と回答した割合がすべての校種で増えている。特に、

高等学校、 特別支援学校では、 ２ 回目において２ 割を超えている。 学期が進み、 管理職

や同僚と関わりが増えたことで困り感を抱え始めている初任者が多いと考えられる。

エ 困ったときの相談相手について

ここでは、 質問紙の質問項目５ 「 業務を遂行する上で困ったとき、 誰に相談するか」

について述べる。 質問項目５ の集計結果は表５ の通り である。 なお、 この質問項目は、

質問項目４ において業務上困っていることが「 ない」 と回答していない者のみが回答し

ている。 校種によって、 回答した割合が最も高いものに違いがある。 小学校は２ 回とも

「 拠点校指導教員」、 中学校、 特別支援学校は２ 回とも「 学年部の同僚」、 高等学校は２

回とも「 校内指導教員・ 教科指導員」 と回答した割合が最も高い。 各校種とも２ 回の調

査において、 困ったときに最も相談しやすい相手が同じであることから、 初任者にとっ

て身近な存在であることがわかる。 これは、 初任者研修に係る校内体制の違いに起因し

ているものと推察される。

１ 回目と２ 回目を比較すると、 小学校、 高等学校については、 ２ 回目に「 相談できる

人がいない」 と回答している初任者が増えている。「 相談できる人がいない」 と困ってい

る初任者がいることを踏まえ、 校内において支援体制を確立できるよう に教育センター

として働きかけていく 必要がある。

校
種

質
問
紙
の
実
施
回

な
い

授
業
づ
く
り

生
徒
指
導

学
級
経
営

校
務
分
掌

保
護
者
対
応

部
活
動
指
導

人間関係

そ
の
他

児
童
生
徒

保
護
者

管
理
職
同
僚

小学校
１ 回目 9. 7% 86. 4% 45. 6% 63. 1% 14. 6% 20. 4% 0. 0% 13. 6% 10. 7% 3. 9% 1. 0%

２ 回目 18. 2% 61. 6% 38. 4% 49. 5% 2. 0% 18. 2% 0. 0% 24. 2% 10. 1% 11. 1% 1. 0%

中学校
１ 回目 7. 3% 58. 2% 49. 1% 41. 8% 10. 9% 18. 2% 38. 2% 18. 2% 7. 3% 10. 9% 7. 3%

２ 回目 14. 3% 66. 1% 48. 2% 37. 5% 8. 9% 19. 6% 39. 3% 26. 8% 16. 1% 16. 1% 1. 8%

高等学校
１ 回目 19. 4% 58. 3% 2. 8% 0. 0% 30. 6% 0. 0% 36. 1% 2. 8% 2. 8% 5. 6% 5. 6%

２ 回目 30. 3% 60. 6% 9. 1% 0. 0% 27. 3% 0. 0% 33. 3% 0. 0% 0. 0% 21. 2% 3. 0%

特別支援

学校

１ 回目 5. 9% 70. 6% 17. 6% 23. 5% 23. 5% 0. 0% 5. 9% 5. 9% 5. 9% 17. 6% 0. 0%

２ 回目 14. 3% 81. 0% 23. 8% 14. 3% 9. 5% 0. 0% 14. 3% 4. 8% 0. 0% 23. 8% 4. 8%

表４ 業務上で困っていること（ 複数回答）
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③ 質問紙調査全体を通して

２ 回の質問紙調査から、 初任者の実態を次のよう に捉えることができる。

○正規の勤務時間を超えて業務にあたることが非常に多い。

○授業づく りにいちばんの困り感を抱え、 正規の勤務時間を超えて行っている。

○学級担任や部活動担当を受け持つことが困り感につながることが多い。

○校内に相談できる相手がいる初任者が多く いるが、 一方で管理職や同僚との人間関

係に困り感を抱えたり、 相談できる人がいないと感じたりする初任者もいる。

このことを踏まえると、 初任者にとって日々の授業づく り が、 勤務時間を超え、 多く の

時間を使う など、 労力を使う ものになっていることがわかる。 それに加え、 学級担任や部

活動担当を受け持っている初任者は、 さらに負担が大きく なっている現状があることが推

察される。 このよう な現状の中、 初任者が各学校において、 安心して業務に取り 組めるか

どう かは、 気軽に相談できるサポート 体制があるなど、 初任者自身が支えてもらえている

と感じることができるかどう かによるところが大きいと言える。

（ ２ ） 教職経験者研修の視点から

① 令和３ 年度の実践内容

ア 受講者を対象とした１ 回目の調査の実施

教職経験６ 年目研修（ 以下、 ６ 年研とする。 ） 及び中堅教諭等資質向上研修（ 以下、

中堅研とする。 ） の教諭のう ち東部地区の受講者を対象に、 それぞれの研修の第Ⅰ回教

育センター研修（ ６ 年研： 令和３ 年５ 月、 中堅研： 令和３ 年４ 月） において、 １ 回目の

調査を実施した。 １ 回目の調査において設定した質問項目は次の通りである。

校
種

質
問
紙
の
実
施
回

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

校
長

教
頭
（
副
校
長
）

主
幹
教
諭

拠
点
校
指
導
教
員

校
内
指
導
教
員
・
教
科
指
導
員

学
年
部
の
同
僚

同
教
科
の
同
僚

同
期
採
用
の
同
僚

そ
の
他
の
同
僚

そ
の
他

小学校
１ 回目 0. 0% 29. 0% 55. 9% 29. 0% 72. 0% 43. 0% 68. 8% 10. 8% 25. 8% 26. 9% 4. 3%

２ 回目 1. 2% 21. 0% 42. 0% 17. 3% 67. 9% 38. 3% 67. 9% 6. 2% 19. 8% 32. 1% 8. 6%

中学校
１ 回目 2. 0% 25. 5% 37. 3% 11. 8% 43. 1% 49. 0% 76. 5% 39. 2% 29. 4% 17. 6% 5. 9%

２ 回目 0. 0% 23. 4% 31. 9% 14. 9% 44. 7% 34. 0% 68. 1% 34. 0% 42. 6% 25. 5% 10. 6%

高等学校
１ 回目 3. 4% 10. 3% 17. 2% 13. 8% 10. 3% 55. 2% 37. 9% 51. 7% 17. 2% 41. 4% 0. 0%

２ 回目 12. 5% 12. 5% 20. 8% 8. 3% 8. 3% 58. 3% 29. 2% 45. 8% 29. 2% 37. 5% 8. 3%

特別支援

学校

１ 回目 6. 3% 6. 3% 31. 3% 12. 5% 12. 5% 43. 8% 50. 0% 31. 3% 31. 3% 37. 5% 6. 3%

２ 回目 5. 6% 0. 0% 5. 6% 5. 6% 11. 1% 33. 3% 66. 7% 16. 7% 33. 3% 16. 7% 11. 1%

表５ 困ったときの相談相手（ 複数回答）
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１ あなたは、 初任校時代、 管理職や同僚からの言葉がけ（ 行為） で、 今でも心に残っ

ている（ プラスの印象） ことは何ですか？

２ あなたは、 初任校時代、 困ったことがあったときには、 特に誰に相談しましたか？

３ あなたの学校に初任者等はいますか？

４ あなたは、 初任者等に特にどのよう な力を伸ばしてほしいと思いますか？

５ あなたは、初任者等とどのよう に接していますか？（ どのよう に接するよう に心が

けていますか？）

６ あなたは、 初任者等を支えるために、 今後どのよう に関わっていきたいですか？

７ あなたは、 初任者等は主にどのよう なことに悩んでいる（ 困っている） と思います

か？

８ あなたは、初任者等からどのよう な存在であってほしいと期待さ れていると思いま

すか？

９ あなたは、 初任者等を支えるために、 学校全体として組織的に行っていること（ あ

るいはできること） は何だと思いますか？

10 あなたは、初任者等を育てることについて、 管理職からどのよう な言葉がけをされ

ていますか？

この調査の回答数と回答者の校種は、 表６ の通りである。

表６ 回答数と校種の内訳

研修/校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計（ 人）

６ 年研 27 19 21 13 80

中堅研 38 15 18 9 80

イ 中堅教諭等資質向上研修（ 教諭） の教育センター研修「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 の実施

令和３ 年度より「 日常の教育活動の中で、 学校運営等に中核的な役割を果たすための

企画力や調整力を身に付け、 望ましい教職員の集団づく り に向けた取組を行う 」 ことを

ねらいに、 「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 を実施した。

10 年以上の教職経験を経た教職員にとって、教職員としての資質能力の一層の向上を

図り、 ミ ド ルリーダーとしての自覚を高めていく ことが大切である。 そこで、 学校教育

目標や自校の課題を踏まえ、 チームや管理職と相談しながら、 自身の資質能力を高める

ための学校全体を視野に入れた取組を行う こととした。

ウ 受講者を対象とした２ 回目の調査の実施

２ 回目の調査は、 １ 回目の結果を受けて、 以下のよう な目的で実施した。

ａ 本研究の主題である「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り」 を支える教

育センターとしての関わりの資料として、 研修受講者がこれまで行っている初任者

等との関わりの好事例を集める。

ｂ 「 学校におけるＯＪ Ｔ 」 において、 中堅研の受講者が初任者等を対象とした取組を

実施しているか、また、実施している場合、その取組に効果があったかという ことに

ついて検証する。
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２ 回目の調査において設定した質問項目は以下の通りである。 なお、 中堅研受講者へ

の質問項目には、 ６ 年研受講者への質問項目に加え、 上記の目的ｂ に係る質問項目を追

加した。

６ 年研・ 中堅研受講者

１ あなたが初任者等に行った取組の中で、 多いものから順に３ つ選んでく ださい。

２ 今年度の初任者研修受講者へのアンケート の結果、困り 感として５ つの項目が挙が

りました。 この観点から、初任者等に対して相談にのったりアド バイスをしたりした

ことがあれば、 できるだけ具体的に教えてく ださい。

３ あなたが、 初任者等と接する中で困ったことがありますか。

４ 「 ある」 場合、 困っていることを具体的に記述してく ださい。

５ あなたが、 初任者等との関わりによって年度初めと現在（ 過年度の場合は、 年度初

めと年度末） を比べて、 それぞれが成長したと思う ことを教えてく ださい。

６ あなたは、 今後、 初任者等に対してどのよう に接していきたいですか。（ 気持ちや

行動）

中堅研受講者のみ

７ 中堅教諭等資質向上研修の「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 において、 初任者等を対象とし

て取組をしましたか。

８ 「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 で初任者等と関わり、 お互いに成長しましたか。 選択した

回答の理由も記入してく ださい。

２ 回目の調査は、 東部地区の６ 年研受講者 89 名及び東部地区の中堅研受講者のう ち

１ 回目の調査で勤務校に初任者等が「 いる」 と回答した 71 名を対象に、 令和３ 年12 月

21 日から令和４ 年１ 月 11 日に教育センターのホームページから回答する形式で実施し

た。 この調査の回答数と回答者の校種は表７ の通り である。

表７ 回答数と校種の内訳

研修/校種 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計（ 人）

６ 年研 23 15 14 10 62

中堅研 34 ９ 11 １ 55

② 令和３ 年度の実践内容の結果

ここでは、 ６ 年研、 中堅研受講者の初任者等の困り 感の捉えと、 初任者等への関わりに

ついて述べる。

ア １ 回目の調査の結果

（ ア） 初任者等が悩んでいることについて

質問７ について、 回答数が多かった上位３ つは表８ の通りである。 なお、 調査結果

については、 校種間で回答者数の差が大きく 、 極端に人数が少ない校種もあるため、

各校種で回答数の多い上位３ つを示した。

すべての校種において、 ６ 年研、 中堅研とも「 教科指導」 が上位に入っている。 特

に、 高等学校では６ 年研、 中堅研とも「 教科指導」 が最も多く 、 教科の専門性の高さ

から、 初任者等が授業をどのよう につく っていく かに困り 感を抱えていると先輩教員
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は捉えているのであろう 。 小学校、 中学校では、 ６ 年研、 中堅研とも「 生徒指導」 が

最も多く 、 また「 担任業務」 や「 保護者対応」 も上位に入っている。 特別支援学校で

も、 「 生徒指導」 「 担任業務」 「 保護者対応」 が上位に入っている。 このことから、

初任者等が、 保護者と連携しながら児童生徒にどのよう に関わっていく かについて困

り感を抱えていると先輩教員は感じている様子もう かがえる。

表８ 初任者等が悩んでいる（ 困っている） と思う こと（ 上位3 つ）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

６
年
研

１ 生徒指導 生徒指導 教科指導 生徒指導

２ 教科指導 教科指導 生徒指導 教科指導

３ 担任業務 担任業務 担任業務 分掌業務

中
堅
研

１ 生徒指導 生徒指導 教科指導 担任業務

２ 教科指導 教科指導 担任業務 教科指導

３ 保護者対応 担任業務 生徒指導 保護者対応

（ イ） 初任者等への関わり について

質問１ について、 ６ 年研、 中堅研ともに約半数の受講者が、 自身が頑張っているこ

とを認めたり、 労ったりする言葉をかけられたことが印象に残っていると回答した。

また、 「 一緒に授業研究をしよう 。 」 「 わからない事はどんどん聞いて！教えるのが

先輩の役目だから。 」 という 言葉をかけてもらったなどの回答もあった。

質問５ について、 初任者等への具体的な関わりとして、 次のよう なものが挙がって

いた。

・ 辛そう な時に声をかけたり、 話をしたりしている。

・ 表情が暗いときに、 意図して雑談をするよう にしている。

・ 不安や疑問に思っていることを聞いたり、 解決策を一緒に考えたりしている。

・ 困ったことがないか声をかけたり、 教材の提供をしたりしている。

・ 自分の学級のできていないところを伝えることで、 初任者等が学級でできていない

ことを言いやすく している。

・ 自分の考えを押し付けるのではなく 、 子どもの目線からアド バイスをしている。

・ 仕事についてポジティ ブな声かけをしている。

・ 週１ 回、 悩んでいることを聞く 場を設けている。

・ 質問を受けたときには、「 初めてである」 という ことを前提に、丁寧に伝えるよう に

している。

・ 教科に関して見通しを伝えている。

・ 慣れるまでは学級業務を最優先できるよう に配慮している。

・ 分掌業務については、 丁寧に伝えるよう にして、 できることは任せている。

６ 年研、 中堅研の受講者ともに、 声をかけたり、 話を聞いたりするなど、 初任者等

のことを考えて積極的に関わろう としている様子がわかった。 自身が初任校時代に認

められたり、 労ってもらったり した経験が初任者等との関わりに生かされているので

あろう 。 しかし、 一方で「 接する機会がない」 「 忙しく て時間がとれない」 という 意

見もみられた。
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（ ウ） 初任者等の育成と学校の組織的な関わりについて

質問９ について、 回答数が多かった上位３ つは表９ の通りである。 「 学校全体とし

て組織的に行っていることやできること」 という 質問に対して、 ６ 年研や中堅研とも

に、 「 授業研究」 という 回答が多かった。 続いて「 学年会」 という 回答も多かった。

同じ教科部や同じ学年部など、 初任者等と日頃から身近に関わることができる関係が

あることを活用し、 支援している様子がう かがえる。

表９ 初任者等を支えるために、 学校全体として組織的に行っていること（ 上位３ つ）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

６
年
研

１ 学年会 時間内のコミ ュニケーショ ン 授業研究 授業研究

２ 時間外のコミ ュニケーショ ン 学年会 校内研修等 学年会

３ 授業研究
授業研究/

校内研修等

学年会/

時間内のコミ ュニケーショ ン

校内研修等/

時間内のコミ ュニケーショ ン

中
堅
研

１ 学年会 授業研究 学年会 授業研究

２ 授業研究 時間外のコミ ュニケーショ ン 校内研修等 学年会

３ 時間外のコミ ュニケーショ ン
学年会/

時間外のコミ ュニケーショ ン
時間外のコミ ュニケーショ ン 時間内のコミ ュニケーショ ン

また、初任者等の育成についての管理職からの言葉がけについて質問した質問10 で

は、 ６ 年研、 中堅研の受講者ともに管理職から「 特に声がけをされた記憶がない」 と

いう 回答が最も多かった。 このことから管理職からの声かけがなく とも、 初任者等に

関わろう とする先輩教員の存在があることが推察される。

回答の中には、 「 初任者等の手本や見本になってほしい」 「 初任者等を育ててほし

い」 という 先輩教員としての自覚を促すものや、 「 初任者等を気にかけて声がけをし

てほしい」 「 相談にのってあげてほしい」 といった初任者等を心配する管理職からの

声かけも見られた。 このよう な言葉がけがあれば、 より積極的に関わることもできる

であろう 。

以上のよう に、 １ 回目の調査結果より、 個人差はあるが、 初任者の育成のために関

わろう としている多く の６ 年研、 中堅研の受講者の姿を知ることができた。

そこで、 若手教職員の育成を組織的な取組につなげていく ために、 初任者等をサポ

ート している取組の好事例を集めることを目的に、 ２ 回目の調査を実施した。

イ ２ 回目の調査の結果

（ ア） 初任者等へ行った取組について

質問１ について、回答数が多かった上位３ つは表10 の通りである。初任者等に行っ

た取組として、 ６ 年研では、 「 授業についての相談・ アド バイス」 が最も多く 、 回答

数の半数を超えた。 一方、 中堅研では、 「 生徒指導についての相談・ アド バイス」 が

最も多く 、 回答数の６ 割を超えた。 それに加え、 中堅研では、 「 保護者対応について

の相談・ アド バイス」 も上位に入っている。 これは、 迅速かつ的確な対応を求められ
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る生徒指導、 保護者対応において、 中堅研の受講者が豊富な経験を有しており、 それ

らを生かし、 初任者等にアド バイスをしているのではないかと考えられる。

表10 初任者等へ行った取組（ 上位３ つ）

６ 年研 中堅研

１ 授業についての相談・ アド バイス 生徒指導についての相談・ アドバイス

２ 特別なことはしていないが、 気にかけている 授業についての相談・ アド バイス

３
生徒指導の相談・ アド バイス /

初任者等の必要に応じた相談・ アドバイス
保護者対応についての相談・ アドバイス

質問２ について、 表11 は具体的なアド バイスの一部である。 初任者等のことを考

え、 失敗したときの物事の考え方や困ったときに相談することの大切さを伝えなが

ら、 励ましている様子がう かがえる。

表11 初任者等への具体的なアド バイス

アド バイス等

〇授業づく り について

・ 目の前にいる児童の実態をよく 捉えて、授業を構成することが大切。

・ 先輩と同じよう にできないと落ち込む必要はなく 、 実践を積み重ね

て、 深めていく ことが大事。

〇学級経営について

・ 子どもたちともっと話をすること。

・ 一人一人の良いところを認めること。

・ 気になる児童生徒だけでなく 、 頑張っている児童生徒にもしっかり

と目を向けること。

〇生徒指導について

・ 何かあってから対応するのではなく 、 日頃から生徒指導にしっかり

取り組むこと。

・ 一人で抱えこまずに、 他の教職員と情報を共有すること。

〇部活動指導について
・ 部活動で育てたい力を明確にすることが大切。

・ 無理をしすぎないよう に。

〇人間関係について
・ 自分から心を開き、 職員室等で多く の教職員と話したり、 教職員と

の何気ない会話を大切にすると良い。

（ イ） 初任者等への取組による変容と今後の取組について

６ 年研、 中堅研の受講者は、 初任者等への取組を通して、 自身や初任者等の変容を

次のよう に捉えている。

質問８ から、 中堅受講者（ 質問７ において「 学校を支えるОＪ Ｔ において」 初任者

等を対象とした取組をしたと回答した 40 人が回答） は、 表12 の通り 、 約８ 割が自分

も初任者も成長したと捉えている。 自分も初任者等も成長したと考える理由として、

「 お互いの意見をじっく り交流することができたから」 「 初任者から勉強になったと

いう 感想があった」「 一緒に教材研究をすることで初任者も自分も学ぶことができた」

などの意見が挙げていた。 一方、 初任者等と関わっても、 お互いの成長について「 ど

ちらともいえない」 と回答している中堅研受講者も一定数いる。 その理由として「 一

度の取組ではお互いに成長を図ることが難しい」「 お互いに成長を実感できていない」

と挙げている。 ここから、 初任者等と先輩教員が継続的に関わることができれば、 お

互いの成長を実感できるのではないかという ことも見えてく る。
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表12 『 学校を支えるＯＪ Ｔ 』 で初任者等と関わり、 お互いに成長したと思う か

項目 回答数

自分も初任者等も成長した 31

自分が成長した ４

初任者等が成長した １

どちらも成長しなかった ０

どちらともいえない ４

さらに、６ 年研、中堅研受講者は、質問５ において表13 に示すよう に初任者への関

わりを通して、 自分を振り返ったり、 自分の視野が広がったりしたと捉え、 自身の成

長を感じている。 自分が成長したと思う ことについては、 校内で若手教職員を育成す

るためのキーワード となるよう な内容の回答が多く あった。

表13 自分や初任者等が成長したと思う こと

６
年
研
受
講
者

〇自分が成長したと思う こと。

・ 初任者の立場になって考えることができた。

・ 相談にのりながら、 一緒に考えることで、 自分の考えの幅が広がった。

〇初任者等が成長したと思う こと。

・ 自ら率先して仕事をしたり 、「 何か手伝えることはないか」 声をかけたりしてく れ

る。

・ 自分の思いを伝えることが増え、 協議等での発言も増えた。

中
堅
研
受
講
者

〇自分が成長したと思う こと。

・ 対象となる初任者に合った声かけや対応、 指導が必要であることに気付いた。

・ 「 先輩として指導する立場」 という ことだけでなく 、「 初任者とともに自分も学び

成長する」 という ことも大切なことであるという ことに気付いた。

〇初任者等が成長したと思う こと。

・ 自分のことや学級のことを振り返ることができるよう になった。

・ 先輩からのアド バイスや実践を取り 入れて、 前向きに取り組んでいる姿が見られ

る。

表14 は、 質問６ の今後の初任者等への関わりについてまとめたものである。 ６ 年

研、 中堅研の受講者ともに、 初任者と一緒に自分も成長していきたいという 気持ちが

表れていた。 また、 中堅研の受講者からは、 教えるだけでなく 任せて見守っていく こ

とも必要であると感じている回答が見られ、 ミ ド ルリーダーとしての自覚が高まって

いる様子がう かがえた。
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表14 初任者に対してどのよう に接していきたいか

６
年
研
受
講
者

・ 学びあう 関係を築き、 共に楽しく 力が付く 授業を考えていきたい。

・ お互いの強みを生かして協力していきたい。

・ 初任者が様々なことに挑戦できるよう にサポート したい。

・ 必要以上に介入しないよう にしながら、 求められることには答えていきたい。

中
堅
研
受
講
者

・ 自分が楽しみながらやっている姿をみせたい。

・ 先輩教員として恥ずかしく ない言動を心がける。

・ 時には初任者に任せて、 お互いに成長できる機会をつく りたい。

・ 同じチームとしてベクト ルを共有し、 育ちあっていく 集団を目指したい。

③ 考察

１ 回目の調査において、 ６ 年研、 中堅研の受講者が初任者等が困っていることとして挙

げた「 生徒指導」 「 教科指導」 「 担任業務」 は、 初任者研修受講者への調査結果と一致し

ており、 ６ 年研、 中堅研受講者は初任者等の困り感を適切に捉えていると考えられる。

６ 年研、 中堅研の受講者の多く は、 管理職からの声がけはなかったとしながらも、 それ

ぞれの受講者が自身の初任時代の経験をもとに初任者等を気にかけ積極的に関わろう とし

ている実態がわかった。

２ 回目の調査において、 より具体的な相談・ アド バイスを回答することにより、 「 学校

を支えるＯＪ Ｔ 」 研修を通して初任者等に対する意識や初任者等との関わり方について振

り返ったり、 考えたりしたのではないかと考える。 また、 初任者等との関わりを通じて、

６ 年研、 中堅研の受講者の多く が、 視野が広がったり、 人材育成の視点をもち物事を捉え

ることができるよう になったりするなどと自身の成長を感じることもできていた。

一方、 初任者等へどのよう に関わったり、 支援したりしたらよいか分からないと感じて

いる受講者もいることがわかった。 そのため、 今後の関わりの参考となるよう ２ 回目の調

査の質問２ 及び質問６ の回答をまとめたものを令和３ 年度の経験者研修受講者に配付した。

次年度以降の研修においても活用することにより、 経験者研修の受講者の初任者等への関

わりの参考になること及び初任者等を支える関わりが広がっていく ことを目指している。

また、 自身との関わりを通じた初任者等の成長を実感できていないとの回答があったこ

とから、 初任者等が成長していることに自分がどのよう に関わっているかは見えにく いの

かもしれない。 「 一度の取組ではお互いに成長を図ることが難しい」 という 意見もあり、

次年度の「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 研修について検討することとした。

６ 年研、 中堅研受講者の初任者等への取組が学校全体へ広がることで、 初任者等を支え

る校内サポート 体制へとつながるのではないかと考える。

（ ３ ） ミ ド ルリーダー育成研修・ 管理職研修の視点から

① 「 ミ ド ルリーダー育成研修での質問紙調査」 の結果

まず、私たちは、令和３ 年10 月13 日（ 水） から 14 日（ 木） に行った第１ 回ミ ド ルリー

ダー育成研修において、 受講者に対し若手教職員の悩みや困りごとについて、 ミ ド ルリー
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ダーとしてどう 考えるかという 内容の質問紙調査を実施した。 対象者は、 令和３ 年度ミ ド

ルリーダー育成研修の受講者44 名である。質問項目は、『 令和２ 年度 研究紀要』（ 令和３

年３ 月 島根県教育センター 島根県教育センター浜田教育センター） を参照されたい２ ）。

ア 初任者等が悩んでいることについて

質問番号５ 「 あなたは、 初任者等は、 どんなことに悩んでいる（ 困っている） と思い

ますか。」（ 複数回答可） の回答結果（ 人数） を図１ に示す。

図１ 初任者等が困っていること

ここから、 ミ ド ルリーダーは、 初任者等は教科指導や生徒指導、 担任としての業務に

悩んでいるであろう と捉えていることがわかる。

イ 初任者等への自身の関わりについて

質問番号２「 あなたは初任者とどのよう に接していますか。」 についての回答を以下に

まとめる。

見えてきたこととして日頃、 声かけやアド バイスをしているという 回答が多かった。

また、 雑談などのコミ ュニケーショ ンを大切にしている様子も見られた。 しかし、 ミ ド

ル自身も多忙で余裕がなく 、 なかなか初任者に対応できていないという 回答も見られた。

次に、 質問番号９ 「 初任者等を支えるために、 今後どのよう に関わって行きたいか」

の回答は次の通りである。

ウ 初任者等の育成と管理職の関わりについて

最後に、 質問番号７ の「 あなたは学校全体として初任者を支えるために、 管理職に何

を望みますか」 についての記述は次の通りである。

0 5 10 15 20 25 30 35

教科指導

生徒指導

担任

分掌

部活動

相談相手がいない

人間関係

保護者

・ 業務の軽減や校務の見直し、 同一教科配置

・ 言葉がけ、 全教職員が関われる環境づく り

・ 相談体制づく り、 悩みを出せる環境づく り、 メ ンター制度など

・ 声かけや言葉がけ・ 分かる範囲でアド バイス・ 教材の提供や見本を見せる

・ 雑談・ 困っているよう なら声をかける・ なかなか十分にできていない・ 余裕が無い

・ 相談を待つのではなく 自分から声をかける・ 気軽に話せる関係を築く

・ チームで支える・ 初任者の思いや考えを引き出せるよう 傾聴したい
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管理職に望む点として業務の軽減や校務の見直しを期待する声が上がった。 また、 日

頃の言葉がけや教職員全体で初任者等を育てていく 環境づく り、 相談体制づく り を期待

している回答が見られた。

また、 質問番号６ の「 あなたは初任者等の育成に関して、 管理職からどのよう なこと

を期待されていると思いますか」 について記述された回答は次の通りである。

結果として、 相談役であったりお手本になったりすることを期待されていると答えた

ミ ド ルリーダーが多かった。 しかし、 中には「 わからない、 ない」 と答えているミ ド

ルリーダーもいた。

② 「 管理職（ ２ 年目副校長・ ２ 年目教頭） 研修での質問紙調査」 の結果

次に私たちは、 令和３ 年11 月26 日（ 金） に行った管理職研修（ ２ 年目副校長・ ２ 年目

教頭） において、 若手教職員の悩みや困りごとについて管理職としてどう 考えるかという

内容の質問紙調査を実施した。 対象者は、 令和３ 年度管理職研修（ ２ 年目副校長・ ２ 年目

教頭） の受講者73 名である。 質問項目は、『 令和２ 年度 研究紀要』（ 令和３ 年３ 月 島根

県教育センター 島根県教育センター浜田教育センター） を参照されたい３ ）。

＝回答学校数＝

小学校 中学校 高校 特別支援学校 計

32 27 12 ２ 73

ア 初任者等が悩んでいることについて

はじめに質問番号２ －１ 「 職務全般に対して、 初任者等に悩みがあるとすれば、 どのよ

う な内容で悩んでいるとお考えですか」（ 記述式） の回答結果を表15 に示す。

表15 初任者等が悩んでいると考えられる内容（ 自由記述を項目別に分類）

結果を見ると、人間関係（ 教師同士・ 保護者対応）、 授業づく り、多忙・ 現実とのギャッ

プ、 児童・ 生徒理解が上位となった。

イ 初任者等の育成と管理職としての関わりについて

＝質問項目（ 記述式） ＝

質問番号１ －２ 「 あなたは管理職として初任者等にどのよう に接したり指導したりして

項目 義務％ 県立％

１ 人間関係（ 教師同士・ 保護者対応） 36. 8 28. 5

２ 授業づく り 20. 6 19. 0

３ 児童・ 生徒理解 17. 2 9. 5

４ 多忙・ 現実とのギャッ プ 12. 0 28. 6

５ 部活動 6. 8 9. 5

６ その他 研修など 6. 8 4. 9

・ よき相談役・ お手本、 自分の経験を伝える・ 初任者の育成・ 管理職につなげる役目

・ 外部とのネット ワーク構築支援

・ わからない、 ない
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いますか」（ 記述式） の回答結果を表16 に示す。

表16 初任者等への接し方・ 指導の仕方（ 自由記述を項目別に分類）

結果をみると、 声かけの回答が圧倒的に多かった。 次いで、 授業観察という 回答が多く

見られた。 また、 具体的に初任者を支える体制づく りを進めていると答える管理職も見ら

れた。

次に質問番号２ －２ 「 初任者等が不調になったり苦しんだりしないために、 学校（ 組

織） としてどのよう な対応ができるとよいとお考えですか」（ 記述式） の回答結果を表 17

に示す。

表17 初任者等が不調になったり苦しんだりしないための学校（ 組織） としての対応（ 自由記

述を項目別に分類）

学校組織として多く の人が関わるサポート 体制づく りの対応ができるとよいと考えてい

る管理職は約４ 割にのぼった。 続いて相談しやすい環境づく りの対応ができるとよいとい

う 回答の割合が高かった。

項目 義務％ 県立％

１ 声かけ 42. 3 50. 0

２ 授業観察 14. 5 18. 8

３ 初任者に関わる体制づく り（ ミ ド ル・ ＯＪ Ｔ ・ メ ンターなど） 14. 5 18. 8

４ 失敗を責めない、 褒める 11. 5 ０

５ 自分の姿を見せる（ モデル） 10. 1 ０

６ 具体的な提案や助言 4. 3 ０

７ 各種研修を勧める 2. 8 ０

８ 職員室の環境づく り（ 雑談できる環境づく り） ０ 12. 4

項目 義務％ 県立％

１ 多く の人が関わるサポート 体制作り 38. 6 42. 8

２ 管理職が積極的に声かけ 13. 3 21. 4

３ 相談しやすい環境作り 25. 5 21. 4

４ 情報交換、 面談（ 指導教員・ スクールカウンセラー） 10. 7 7. 2

５ 多忙感を減らす取組 5. 3 7. 2

６ 人間関係づく り・ 研修内容の変更や軽減 6. 6 ０
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最後に、 質問番号２ －３ 「 初任者等を支える取組として校内で具体的に取り組んでいる

ことがあれば、 お書きく ださい」（ 自由記述） の質問には次のよう な回答が見られた。

数は少ないが各校種でメ ンター制度の施行やＯＪ Ｔ を実施しているという 回答が見られ

た。 また、 学年部や分掌の中で工夫をしながら初任者を支えている様子がう かがえる回答

が見られた。 人的な配置についての取組や机の配置に配慮して、 相談しやすい環境をつく

っているなどの回答も見られた。

③ 考察

ミ ド ルリーダーは初任者等の悩みを、 教科指導、 生徒指導、 担任業務、 相談相手がいな

いことと捉えている。 また、 その際の相談相手としては、 学年部の教員や同世代の教員で

あると回答した。 そして、 ミ ド ルリーダーが初任者等を支えるサポート 体制づく りにおい

て管理職に望むことは、 メ ンター制度の構築や相談体制、 リカバー体制づく りであること

が明らかになった。

しかし、 自らが中心となり初任者等を支えるためのサポート 体制を構築していこう とす

る回答は少なかったことから、 サポート 体制づく り そのものについて、 ミ ド ルリーダーが

中心になってその役を担う という ことへの意識は低いと考えられる。 校内分掌の中心的役

割を担う ミ ド ルリーダーは多忙であり、 業務の軽減を求める意見も多かったことを考える

と若手の育成まで手が回らないという ことであろう 。

また、初任者等の育成に関して管理職から期待されていることとして、「 よき相談役」「 自

分の経験を伝える」 など具体的なミ ッ ショ ンを挙げたミ ド ルリーダーがいた一方で、「 わか

らない。 ない」 との回答も数名見られた。 この点からすべてのミ ド ルリーダーが初任者の

【 小学校】

・ 同性のミ ド ルリーダーをメ ンターとして積極的に関わらせた。

・ 中堅によるＯＪ Ｔ ( 学期に１ 回)

・ 職員の机の配置換え ・ 管理職との面談・ 相談

・ 柔軟に人的配置を行う （ Ｔ Ｔ 解除・ 空き時間にヘルプなど）

・ 職場の雰囲気づく り ・ 親睦会

【 中学校】

・ 学年部を中心にチームづく り ・ 声かけ、コミ ュニケーショ ン、魅力ある職員室づく り

・ 主任を若手に任せてベテランがサポート する ・ ＯＪ Ｔ ・ メ ンターシステム試行中

・ 若手の分掌軽減 ・ 人事評価面接での相談

【 県立学校】

・ ペア・ サポート の実施（ 指導教員以外で、 相談しやすい教員を選んでもらい、 サポ

ート する）

・ 声かけ、 風通しのよい職場づく り。

・ メ ンター制度 ・ 担任、 副担任は同じ分掌に配置し、 相談しやすく している。

・ 教頭席のとなりに椅子を準備し、 話がしやすいよう にしている。

・ 今年は主体的・ 対話的な学びの研究指定を受け、 先進的な授業に触れる機会をもった。
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育成に対して高い意識を持てているわけではないという ことが明らかになった。 このこと

については、 管理職から具体的にどのよう な声かけをされているのかという 点もポイント

になると考える。

次に管理職研修（ ２ 年目教頭） アンケート 結果から以下のことが見えてきた。

初任者等が不調にならないよう に、 学校としてサポート 体制ができるとよい（ ４ 割） と

答えている管理職は多いが、実際にその体制づく りを試行している学校は少ない。しかし、

いく つかの学校ではすでに管理職が旗振り役となり 、サポート 体制構築に向け試行してい

る学校もある。管理職が若手教職員の育成に対し積極的に具体的な手立てを提案し、実施

している学校と、そう でない学校の存在が明らかになった。今現在、若手育成の体制づく

りの方法を思案している様子がう かがえる。

６ ． まとめ

（ １ ） 若手教職員を取り巻く 学校現場の現状

これまでに述べてきた３ つのチームの研究を総合的に分析すると、 初任者等の若手教職員

を取り巻く 学校現場の現状として以下の点が見えてく る。

まず、「 若手教職員が困っていること」 に対する捉えについてである。初任者は、質問紙調

査において、 自分が困っていることとして、 どの校種も共通して「 授業づく り」 を挙げてい

る。これに加え、多く の初任者が「 生徒指導」、「 学級経営」、「 部活動指導」 などについても、

困っていることとして挙げている。 また、 教職経験６ 年目研修・ 中堅教諭等資質向上研修・

ミ ド ルリーダー育成研修受講者といった先輩教職員や管理職も、 質問紙調査において、 初任

者が挙げていることと同様のことを「 若手教職員が困っていること」 として挙げている。 つ

まり、「 若手教職員の困っていること」 について、若手教職員自身と先輩教職員や管理職の双

方の捉えに大きな相違は見られないという ことが言える。

次に、「 若手教職員に対する関わり」 についてである。質問紙調査の結果から、先輩教職員

や管理職は、 若手教職員に対し、 自分自身が若手だった頃にしてもらった経験も生かしなが

ら、「 声をかける」、「 話を聞く 」 といった関わり をしていることがう かがえる。これらは、あ

く まで、 個人の意思によるところが大きく 、 個人レベルでのサポート や支援等の関わりにと

どまっていると言ってよいだろう 。 また、 管理職の多く は、 質問紙調査において、 若手教職

員を育成するために学校としてサポート 体制ができるとよいと答えているが、 実際に管理職

のリーダーシップのもとでその体制づく りを試行している学校は少ないことがわかった。

このことから、 先輩教職員や管理職がもっている若手教職員を支え、 育てたいという 思い

を、 個人レベルの関わりにとどまらせておく ことなく 、 各学校で、 若手教職員を育成する校

内サポート 体制を組織的、 計画的に構築していく ことが重要であろう 。

（ ２ ）「 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく り」 を支える教育センターとしての関わ

りの具体

本研究で明らかになった若手教職員を取り巻く 現状を踏まえると、 各学校で若手教職員を

育成する校内サポート 体制が組織的、 計画的に構築されるよう に支えることが教育センター

として大切な関わりではないだろう か。

そのために、 来年度は、 中堅教諭等資質向上研修を核として、 学校で組織的、 計画的に若
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手教職員の育成をサポート する体制づく りができるきっかけを意図的に提供していく 。 その

きっかけとして活用するのは、「 学校を支えるＯＪ Ｔ 」 の研修である。 この「 学校を支えるＯ

Ｊ Ｔ 」 の研修に受講者が取り組むにあたり、新たに「 若手教員の人材育成」 又は「 得意分野を

生かした人材育成」 という 視点を設ける。 そして、 所属校において受講者がその視点に沿っ

て考えたＯＪ Ｔ に係る取組を行う こととする。 この視点を設けることで、 各学校の実態や管

理職の指導や助言のもと、 チームを作り ながら、 組織的、 計画的に若手教職員の育成を進め

るきっかけになることが見込まれる。 この取組を通して、 中堅教諭を中心とした先輩教職員

が若手教職員の成長を実感し、 若手教職員とともにその成長を喜ぶことができるよう になる

ことを期待したい。

また、 島根県が定める教育職員の育成指標に基づき、 後半のキャリアステージとなるミ ド

ルリ ーダーや管理職を対象として行われる研修では、 引き続き人材育成を各研修の中枢に据

え、 チーム学校を具現化するための職員育成の在り方について考えていく 。 今回の質問紙よ

り明らかになった課題や少数ではあるが各学校で既に試行している取組をそれぞれの研修で

提供、活用し、協議を重ねる中で各校の校内サポート 体制づく りのヒント を探っていきたい。

現在、 各校種において若手を指導できる力量を持った中堅層の育成が重要な課題となって

いる。 そこで中堅層に対して行われるミ ド ルリーダー育成研修においても、 人材育成を主眼

に置いて「 コーチング概論」、「 組織マネジメ ント 」 での講義・ 演習を行う 。そして、その後の

グループ協議では若手教職員の悩みや困りごとを洗い出し、 ミ ド ルリ ーダーとしての関わり

方や、 組織としてのサポート 体制をどう 構築していく かを考えていく 。 そして、 その研究を

もとにした校内実践の成果と課題について受講者同士で共有することで、 ミ ド ルリーダーと

しての自覚と力量を高めたい。

管理職研修では、 小学校・ 中学校の教頭・ 校長対象の悉皆研修において外部講師を招聘し

人材育成についての知見を得させ、 自校の取組を評価・ 改善する場を設ける。

７ ． おわりに

２ 年次の研究において、若手教職員を取り巻く 現状をとらえ、「 若手教職員を育成する校内体制

づく り」 をサポート する教育センターとしての関わりの具体について探ってきた。 先輩教職員や

管理職が、 組織的、 計画的な視点を持ち、 チームとして困り感を抱える若手教職員にどのよう に

寄り添い、 若手教職員の成長を支えていく 体制をどのよう につく っていく かという ことが若手教

職員を育成する上で重要であるという ことが明らかになった。

３ 年次となる令和４ 年度は、各学校で行われている若手教職員を育成する取組の好事例を集め、

整理し、発信していく ことを考えている。集めた取組の好事例を各学校の教職員が必要なときに、

参考にしたり、 活用したりすることができるよう な発信の方法を検討することが必要となってく

る。 例えば、 ホームページに掲載し、 誰でも手軽に情報を得ることができるよう にすることも考

えられる。 さらに、 取組の特徴ごとにカテゴリー化し、 各学校の教職員が欲しい情報を素早く 得

ることができるよう にすることも考えられる。

さらに、 このよう な取組の好事例を発信するだけで終わることなく 、 校内サポート 体制の構築

をリード する管理職に課題意識を持たせるよう なきっかけづく りも重要であると考えている。 こ

のことから、 管理職研修においてもこの好事例を活用しながら、 人材育成という 視点から協議や
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演習を行っていく 。

令和４ 年度も島根県では、 多く の新任教職員が、 学校現場で教職員生活のスタート を切ること

が予想される。 このことからも、 若手教職員をどのよう に育成するかという ことは、 島根県内の

各学校にとって重要な課題である。 引き続き、 若手教職員を育成する校内サポート 体制づく りを

支える教育センターとしての関わりについて研究を進めていきたい。
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